
令和元年度 佐久市少年センター運営協議会 会議録 (要約) 

 

 

日 時 令和元年 5月 24日（金） 

午前 9時 30分から午前 10時 45分 

会 場 佐久市役所 議会棟 全員協議会室 

 

 

委 員：出席者 14名 

欠席者  3名 

 

事務局：7名   

傍聴者：0名 

 

    進行：社会教育部長 

委嘱書交付 

 

１ 開  会 

２ あいさつ     教育長 

３ 自己紹介     協議会委員・事務局 

４ 役員選出     会長 木内 和昭   副会長 依田 誠一   

５ 会長あいさつ   木内 和昭 会長 

６  会議事項     

（１）少年センターについて        資料 P1～2   事務局説明 

（２）平成３０年度事業報告について    資料 P 3～7・P 11～13 事務局説明 

   （３）令和元年度事業計画(案)について   資料  P 8～10・P 14～15 事務局説明 

         【 質疑・意見等 】   

   委 員 ： 有害図書を自動販売機で売る形態は時代にマッチしていない。現代はネットから 

有害な情報が流出しており、青少年とネットの付き合い方等の視点も重視した方が 

良い。また有害図書は店舗販売もあるが、書店との連携などについてどうなってい 

るのか。 

  事務局 ： 有害図書類については「佐久市青少年健全育成審議会」を設置し、随時、会議で 

審議している。昨年度の審議会でも同様の指摘があり、今後審議会で意見を深めて 

いく方針である。有害図書自販機は全県的にも減少の方向であるが、ゼロではない 



ため、県警から情報提供等を受けつつ県と連携を深めて対応していきたい。 

２点目についてですが、市では数年前より「Sakuキッズメディアセーフティ」 

が青少年とメディアの付き合い方についての取組をしている。これは PTAなど保 

護者が主体で教育委員会や保育園も関わり、取組を進めている。 

教育長 ： 「Sakuキッズメディアセーフティ」は特長ある取組をしており、大人からルー 

ルを押し付けるということでなく、子ども達が自ら危機感を持つということを大事 

にした取組で各方面から注目を浴びている活動である。しかし、組織が立ち上がっ 

た年から比べると少しマンネリ化してきている。活動が停滞することのないよう工 

夫を凝らしているところである。 

  委 員 ： 有害図書自販機は減少傾向にあるが、全県的にはゼロではない。佐久市がゼロで 

あるのは審議会を設置し有害図書自販機について目を光らせている成果と考える。 

しかしご指摘のあった通りその自販機を利用するのは青少年ではなく、ネット環 

境に接することができない人達で、青少年はスマホ等で有害な情報に接している。 

その点で「Sakuキッズメディアセーフティ」の取組については、非常に精力的に 

取り組んでいると感銘を受けた。青少年とメディアの関係は注目して取組でいかな 

ければいけないが、有害図書自販機の問題も関心をなくしてよいものではない、今 

後も同様の取組をお願いしたい。 

委 員 ： 青少年の健全育成ということで、様々な体験の場を設けるということが大事。 

しかしどうしても中学生が抜け落ちているように感じる。公民館活動や地元の祇園 

祭でも中学生の参加は非常に少ない。中学生をどうやって育てていくか、どうやっ 

てつなげていくかを今一度考えなければいけないと思う。 

事務局 ： 今年度、ジュニアリーダー研修の中学生・高校生の学生ボランティアが大幅に増 

えている。事務局としてはジュニアリーダーの研修生はもちろんのこと、中高生の 

ボランティアスタッフに関してもいずれ地域を担っていく人材として育成してい 

かなければならないし、その視点を中高生に伝えていくことも重要と考えている。 

東公民館のつどいでは、東中学校の生徒が進行運営に活躍してくれていると伺って 

いる。市としての健全育成だけでなく地域との関わりも重要である。 

  委 員 ： 学んだ子ども達が次はボランティアとして力を発揮しているということはとても 

良いことで、非常にうれしく思う。また、それを学校とも繋げていかなければなら 

ない。 

委 員 ： 他市では村祭りの屋台等を子ども達が主体的に行っている姿があった。また避難 

訓練において中学生は要支援者ではなく、支援者側として独居老人の把握等をしな 

がら、いざという時には地域のために活動するという視点で区ともタイアップしな 

がら避難訓練を行っている。 

委 員 ：子ども達が自ら企画運営にかかわるということが良い結びつきに繋がっていると 

いうこと、良い視点をいただきました。 

委 員 ： 補導の件数について減少していることは、大変良いと思っている。また、未成年 



がたばこに関わる件数は減少傾向であるが、たばこの入手方法について、昔は自販 

機だったが今はコンビニで購入している。レジで年齢確認ボタンを押さなければ購 

入できないシステムだが、誰でも押せてしまう。見た目では年齢がわからないとか、 

バイトの店員が知り合いで売ってしまうとかあるのではないか。どのように取り組 

んだらよいか。 

委 員 ： 個々の具体的な事案があったら遠慮なく警察に言ってほしい。 

委 員 ： 佐久市外でそのような状況に遭遇したことがある。その場で店に注意することは 

できなかったが、やはりその場での対応が大事であったと思う。 

   事務局 ： 情報提供ですが、コンビニでの有害図書類の販売について、大手コンビニでは 

今後有害図書は販売しない方向であるとの報道があった。 

 

（４）その他 

   【 質疑・意見等 】 なし 

    

７  閉  会 


